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フロントエンド開発における微調整の負荷軽減



背景

| フロントエンド開発におけるLLMの活用

デザインモックやテキストプロンプトからソースコード
を生成でき、初期デザイン構築は容易になりつつある

| 微調整タスクの負荷
o 視覚的な要求をテキストプロンプトにするのは難しい

o 試行錯誤の負荷が大きい
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先行研究

| SpecifyUI [1]

o あいまいなプロンプト任せの生成から脱却

o デザインを詳細かつ構造化された仕様に変換

o 仕様に対する指示でLLMを制御

| 課題
微調整の度に開発者は視覚的要求を仕様に翻訳する必要
がある．
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[1] [2509.07334] SpecifyUI: Supporting Iterative UI Design Intent Expression through Structured Specifications 
and Generative AI

https://arxiv.org/abs/2509.07334
https://arxiv.org/abs/2509.07334
https://arxiv.org/abs/2509.07334


目的

| GUI完結

コードもプロンプトも書かず，画面を操作するだけで意
図を満たすコード修正をLLMに実行させることを目指す
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提案手法
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| 操作駆動推論

操作後エディタ変更差分LLM

エディタソースコード
変換器

提案箇所



実験設定

| 評価
既存のテキストプロンプトや画像による微調整と、提案
する操作駆動推論による微調整を比較する

| 指標
o コンパイル成功率

o ピクセル一致度
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